
会場と種目
●体験型メニュー
総合体育館／ゴールボール、ユニカール、ボッチャ、ペタ
ンク、体力テスト、健康な体づくり教室
スポーツの森公園芝生広場／フライングディスク
しおさいスタジアム／バブルサッカー　※受け付け終了。
文化の杜公園芝生広場／ボールゲーム
●無料開放型メニュー
あさひパークゴルフ場／パークゴルフ体験会
総合体育館／トレーニングルーム見学・体験会　※受け付
け終了。
当日の流れ
①いずれかの会場の受付に体調チェックシートを提出し、
検温してから体験を開始してください。
②体験後、会場出口で簡単なアンケートに答えるとスタン
プがもらえます。スタンプ１つで参加賞がもらえ、４つ
集めると抽選会に参加できます。　※アンケートは今後
の実施種目を検討する資料とします。
③会場を移動し、別の種目に参加しましょう。　※受付時
間内であれば、いくつでも参加できます。
参加に当たってのお願い
◦体験中などマスクを外すときは会話を控えてください。
◦屋内の種目に参加するときは、室内用シューズを持参し
てください。
◦体調が悪いときは、参加を控えてください。

旭市民体育祭に代わって初開催 
「あさひスポーツフェスティバル」
　子どもから大人までが気軽に参加して楽しめる新しいス
ポーツイベントです。
　新たな種目を体験するチャンスです。改めてスポーツの
魅力を発見しませんか。

開催の目的
　誰でも自由に、自ら進んでスポーツに親しみ、スポーツ
を通じて健康増進と地域の絆を育むことで、住み続けたく
なるまちづくりの実現を目指します。
開催日
　10月23日（日）
特徴
◦複数の会場で分散して開催します。ウィズコロナ・アフ
ターコロナを見据え、参加者の密集を防いだ新たな取り
組みです。
◦気軽に参加できるように、事前申し込み不要の種目を多
く取り入れています。
◦勝ち負けといった競技性よりも体験することを重視し、
みんなができるユニバーサルスポーツを多く取り入れて
います。
◦スタンプラリー形式で会場を巡ります。

　第１回となる今号では、
広報あさひ1982年１月号
を紹介します。タブロイド
判だった広報紙が、この号
から現在と同じ大きさのＪ
ＩＳ規格Ａ４判になりまし
た。
　表紙は、富浦地区の正月
マラソンの様子が紹介され
ています。中面の記事では、
ＪＲ旭駅前に警察官立寄所
が新たに設置されたことを
報じています。

昭和57年の主な出来事
●カード式公衆電話の稼働とテレホン
カードの販売開始
●500円硬貨が発行
●東北新幹線と上越新幹線開業

旭市教育委員会

学びのひろば学びのひろば旭旭 vol.109 教育総務課（☎85-8617）
生涯学習課（☎85-8627）
体育振興課（☎64-1132）

　このコーナーでは過去の広報を紹介し、その時代を振り返ります。
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